
WOOD aging
GOOD aging

,
時が映える・・・

～ 本質を見つけるために～  

家と暮らし
「時が映える…木のいえ一番 !」というスローガンを掲げ、

本物の「木のいえ」のマーケット創造を目指している

「木のいえ一番振興協会」。

特に、年月とともに深まる味わいを「木のいえ」の大きな魅力として、

内外装での木の「現わし」使用を推進しています。

設立 3年を経て、おかげさまで認知も広まってきました。

昨年に続き、「家と暮らし」をテーマに、第 2回ミーティングを開催いたします。

ミーティングでは、「CLT」「木の現わし使用」「ログハウス」という

協会の3大テーマについて、第一線で活躍中の建築家や、

ログハウスと親和性の高いアウトドア誌編集長をプレゼンターに迎え、

それぞれの可能性についてお話いただくとともに、協会との意見交換も行います。

プレゼンテーションを通じて、ユーザーへの提案のヒントを発見いただければ幸いです。

皆様のご参加を心よりお待ちしております。

第2回  ミーティング 

日 時：2017年11月29日（水）13：30～17：00

会 場：木材会館　東京都江東区新木場1-18-8（新木場駅徒歩5分）

懇親会：17：00～18：00

参加費：無料
定 員：200人

（日本C LT協会   事務局長）安東真吾
ナビゲーター

（木のいえ一番振興協会  技術委員長）池田圴
ナビゲーター

プログラムProgram

（建築家 /BESSチーフデザイナー）山中祐一郎
ナビゲーター

木材で都市をつくる 
～ C LTの可能性に期待をこめて～

木の家の設計作法 アウトドアライフと
ログハウスの未来

1984年東京芸術大学建築科卒業。1986年東京大
学大学院修了。日建設計に入社。現在、常務執行
役員、設計部門副統括、山梨グループ代表。建築
設計の実務を通して、環境建築やBIMやデジタル
デザインの実践を行っているほか、木材会館など
の設計を通じて、「都市建築における木材の復権」
を提唱している。

建築家
（やまなしともひこ） 山梨知彦

1976年東京都生まれ。2002年横浜国立大学大学
院修了。aat+ヨコミゾマコト建築設計事務所（2002
年-2006年）勤務を経て2007年伊藤暁建築設計
事務所設立。2017年より東洋大学准教授。主な
作品に「横浜の住宅」「WEEK神山」などがある。
受賞歴：SDレビュー2013入選、東京建築士会住
宅建築賞、2016年ベネチアビエンナーレ国際建
築展特別表彰など。

建築家  /  東洋大学准教授
（いとうさとる） 伊藤暁

1964年東京生まれ。早稲田実業学校高等部か
ら法政大学へ。1988年小学館入社。「ベビーブッ
ク」「小学一年生」「ダイム」などの編集部を経て、
2013年より老舗アウトドア雑誌「ビーパル」編集
長。登山やキャンプなどアウトドアライフ全般の
魅力を伝えている。

小学館「ビーパル」編集長
（おおさわりゅうじ） 大澤竜二
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返信用FA X：03-5790 -6361 一般社団法人 木のいえ一番振興協会

出欠票 いずれかに印をお付け下さい ご出席 ご欠席

御社名

御芳名

住所

TEL

E-mail

誠にお手数ですが、ご出欠のほどを11月17日（金）までにお知らせいただきたくお願い申し上げます。

業種（建築・建材・製材・設計 等）

役職

FAX

第2回  ミーティング 

～ 本質を見つけるために～
家と暮らし

時が映える・・・

WOOD aging , GOOD aging

参加費：無料

懇親会：17：00～18：00

会 場：木材会館　東京都江東区新木場1-18 -8（新木場駅徒歩5分）

日 時：2017年11月29日（水）13：30～17：00


